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ィを結ぶ幹線道路から少し離れたところにあるのが、ピンナワラです。ここを訪問するベストの時間は午前一〇時と午後二時です。なぜか。象の沐浴タイムだからです。象の沐浴？象遣いが象に水かけてごしごし洗うの？いいえ違います。数え切れないくらいの大小の象が川 思い思いに、 自由に過ごして るの （写真１、 ２、３） 。　
子象が親に甘えていたり、子象どうしがつつ
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33 アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10）
に触れ﹂ 「写真を撮ってやる﹂など声をかけてきます。こわごわ近づき、象にぴったりくっつくようなツーショットの写真が撮れます（数百円程度のチップを要求されます） （写真４） 。　
別の東屋には子象がつながれています。子象
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アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10） 34
よほど悪くなければしばらく走ると象はみられます。それも、牧場に牛がいるように象が群れになっています。象をみるなら望遠鏡は不要です。象は十分大きいし、ドライバーがジープで安全な距離 で接近してくれます。時々、機嫌の悪い親象がいますが、そのときはドライバーが全速力で逃げてくれます。それ以外の象たちはタンクと呼ばれる貯水湖のあたりで夕日を浴びながらのんびりしてい （写真８ ９）　
スリランカのお祭りには象は欠かせません。

















6　ミルクを飲む子象７　象の孤児院に住む地雷で足を失った象 ( 中央 )10　ペラヘラの象
9　象サファリの様子　　　 8　象サファリ
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35 アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10）
なりません。そのため象の飼育に関しては様々な制約があったにもかかわらず、近年、子象を飼育する個人が増加したのです。調べてみると登録書は偽造されたものでし 。そして象は密猟されてきたものでした　
象を密猟者から買い、ペットのように飼うこ
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